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1． はじめに
　ISO14001は，1992年に行なわれた地球サミット
を機に1996年9月に制定された国際標準化機構に位
置づけられた環境マネジメントシステムの規格であ
る．ISO14001の取得は企業のみならず自治体，大学
においても行われている．桐生短期大学は登録組織
における研究・教育活動並びに環境負荷低減活動が
ISO14001の規格に合致し，2004年10月に認証を取得
した．環境問題と健康問題は密接な関連があり，看護
教育の基本とされているフローレンス・ナイチンゲー
ルは「看護覚え書」1）の中で，看護とは，「患者の生命
力の消耗が最小となるように環境を整えること」であ
り，新鮮な空気，陽光をはじめとした患者を取り巻く
環境を適切に管理することであると記されている．一
方，ISO14001の規格では，環境とは「大気，水，土
地，天然資源，植物，動物，人およびそれらの相互関
係を含む」と定義されている．看護教育のカリキュラ
ムの中には「環境と看護」といった科目を設けている
大学もあるが，独立した科目を持たないまでも看護教
育の中には環境問題が何らかの形で教授されている場
合も多い．
　認証取得当時の短期大学を改組し，2007年に4年課
程の大学が設置され，ISO14001は大学部門も含めた
活動となった．これを機に各部門の特徴を活かした取
り組みにしようという方針が出され，看護学科，別科
助産専攻においても，学科ならではの特性を生かし看
護と環境教育を関連させた人材育成を目指した活動を
開始した．6年経過した今，これまでの活動を振り返
り，今後の課題について検討を行った．
2． 看護学科， 別科助産専攻における 
活動の実際
　看護学科，別科助産専攻は，教育内容の共通性から
同じ部門として扱われている．（以下，本学科とは，
看護学科と別科助産専攻のことを表す．）ISO14001シ
ステムは PDCA サイクルによって活動を展開してお
り，これは看護教育の中の「看護課程の展開」と同じ
考え方である．
1）活動の流れ
　本学科での活動の基本は，大学の環境管理責任者
が承認した桐生大学環境管理マニュアルに則ってお
り，図1に示したプロセスで環境管理プログラムを策
定し，大学全体の環境方針の実現に向けて活動してい
る．ここでは，大学全体の活動については割愛し，本
学科の特徴を踏まえた活動（主に平成25年度）のみの
報告とする．
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図1　環境管理プログラム策定までの流れ
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同様である．
(2)　関連する法令と順守確認（評価）作業の実際
　ISO14001の基本的考えの中にはコンプライアンス
があり，環境目的・目標の設定あたっては，著しい環
境側面の特定と並んで法令順守が求められている．本
学科に関連した法的要求事項としてあげたものは11法
令である．順守確認（評価）作業は，チェック表を
用いて，1年に1回，ISO 委員が学科内の教員に対して
インタビューをして，内容確認および契約書等の書類
点検を行っている．チェック表は大学環境管理委員会
で作成したものに一部学科の特性を加えた内容に改良
し，使用している（図2参照）．
(3)　環境目的・目標の設定および環境管理プログラ
ムの策定
　著しい環境側面として特定された項目と関連法規，
前年度の活動結果を勘案し，平成25年度は以下のとお
(1)　環境側面と環境影響評価
　環境側面の抽出は，大学共通の環境影響評価表を用
い，毎年4～5月に実施．環境側面は，[ エネルギー・
資源の利用 ] として，電力，水，ガス，燃料等の7項
目，[ 資源と廃棄物の分別，排出 ] として，可燃性お
よび不燃性廃棄物，生ごみ等の13項目，[ 物理的・心
理的側面 ] として，清掃美化，環境教育および研究，
社会貢献等の8項目があり，それらを定常時（普通の
授業），非定常時（夏冬休み，学校行事），緊急時（地
震火災事故時）において影響があるかどうか，該当す
ると思われる項目にチェックを入れる方法で行われ，
各教員が評価したものを部門毎で集計している．平成
25年度の本学科の評価表回収率は98% であり，これ
までに100% になったことはない．
　本学科から提出された環境影響評価表を単純集計
し，チェックが多かった項目から著しい環境側面の特
定を行う．定常時，非定常時，緊急時における平成25
年度の集計結果は表1の通りで，この傾向は毎年ほぼ
表1　著しい環境側面 （平成25年度）
表2　看護学科 ・助産別科に関連した法令
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身近な喫煙者がいると答え，学年が上がるほど身近
な喫煙者が増加する傾向であった．助産別科では
60% が身近な喫煙者ありと回答していた．学生自
身の喫煙に関しては，全学年平均の喫煙率は約15% 
であった．学年が上がるにつれて，喫煙率は上昇
し，1年生は1.3% だったのに対して4年生は28% で
あった．別科助産専攻は20% であった．途中で禁
煙した学生は数名程度だった．大学生になるまで
に，つまり小学校～高校までに「健康と喫煙」に関
係した講話を聞いた人は96% で，しかも複数回受
講していることがわった．
②③　平成26年2月に学科教員に対して，タバコと健
康に関連した講話をこの1年間に学生にしたことが
あるか等，調査を行った結果，約8割の教員から回
答を得た．殆どの教員が自分の担当授業や演習，実
習の中で，話していた．単に「健康によくないよ」
とか「吸ってはいけないよ」といったことではな
く，看護専門領域の授業内容と関連させ，グループ
ディスカッション，レポート課題のテーマとして，
また事例として提示し，学生自身に考える機会を与
えていたことがわかった．学年では2～3年生に対し
てが最も多かったが，次いで多かったのは看護基礎
教育の1年生であった．
④⑤　本学科でも「世界禁煙 Day」のキャンペーンを
禁煙週間中（5月末～6月初）に実施した．具体的に
は，学科では「いつでも禁煙に関する相談を受けつ
けますよ」とアピールしたポスターを学内に掲示
し，紫（紫煙＝支援）リボンをつけて表示しても
らった．
目標3) 禁煙支援ポスターは ISO掲示板に通年で貼り，
また，大学周辺で禁煙外来を開設している医療機関
を紹介した．オープンキャンパス時には，学生が作
成した「タバコが身体に与える影響」のポスターを
掲示した．
目標4) 1，2年生を対象とした大学開催の「環境教育
講演会」への参加は，1年生が95%，2年生が80% で
あった．各学年担任からの呼びかけと案内の掲示を
行い，参加誘導を行った．
目標5) ごみの分別は，処分時には概ね徹底できた．
学科 ISO 委員が毎月1回以上チェックリストを使っ
て，点検を行っている．ごみのバーコードシール貼
付による排出部署の責任も徹底できている．学科特
性として，感染性廃棄物の処理がある．これに関し
ては，「処理の手順書」を作成し，バイオハザード
マークによる分別の徹底を行っている．分別方法の
り目的，目標を設定した．平成25年度は大学の環境管
理記録の順守法令の中に健康増進法2）が加わったこと
から，看護教育と関連させ，禁煙支援者の人材育成を
目的に据えたのが活動の特徴である．
　環境教育の実施目的は，「看護教育を通して，環境
問題に関する学生の認識を高め，行動変容を促す」と
し，その行動目標は，
①　各教員が，たばこの健康影響について担当科目の
中で関連付けて教育する．
②　喫煙者に対して，禁煙支援ができる人材を育て
る．
③　環境教育講演会への参加を1，2年生は80% 以上
とする．
④　学科内掲示板等を利用し，環境と健康に関する情
報提供を行う．である．
　環境保全活動の実施目的は，「ゴミの分別化および
資源の節約と再利用により，生活環境を守る」とし，
その行動目標は，
①　看護学科・別科から排出されるごみの分別を徹底
する．
②　掃美化活動に積極的に参加し，学習環境の整備を
行う．
③　印刷用紙の節約に努める．
④　電灯や待機電力の消費を抑え，冷暖房の温度設定
を守り，節電に努める．である．
　これらの目的，目標を具現化するための環境管理プ
ログラムは，表3の通りである．
3． 活動の結果
　ISO14001の活動は，常に改善を目指した，継続的
な積み上げを目標にしている．ここでの報告は平成25
年の活動を中心に述べるが，前年度からの継続と次年
度への引き継ぎのプロセスとしての活動である．表3
のプログラムの結果から，
目標1)，2) ①平成25年7月に，看護学科の全学年
348名，助産別科20名，計368名の学生を対象に
ISO1400の認知と喫煙に関するアンケートを無記
名で実施した．347名から回答を得，回収率94% で
あった．その結 ISO14001の認知は「知っている」
62%，「知らない」38% であった．認知度は学年
が上がるほど高くなる傾向あり，1年生では4割し
か「知っている」がいないのに対して4年生は7割が
「知っている」と回答していた．別科助産専攻では
80% の学生が知っていると答えている．
　　身近な喫煙者の有無に関する質問では，77% が
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表3　環境管理プログラム
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成25年度にできたこと，できなかったことを分析し，
次年度に向けて継続的に取り組んでいく必要がある．
このことはまさに ISO14001の規格が求める継続的改
善の課題といえる．タバコと健康障害の知識は，学生
自身の喫煙行動の抑止力になっていないことがわか
り，残念であるが，「わかっているけど，やめられな
い」行動パターンは喫煙に限らず，医療や看護の現場
ではよくある現象であり，学生の行動変容もさること
ながら，健康障害で困っている人の支援者になれるよ
うに看護教育の中でもう一歩踏み込んだ取り組みを行
うことが重要であろう．
　また，清掃美化委員会と協力して，学科内の清掃は
計画的に実施し，ごみの分別，減量化においても学生
とともに励んでいる．日常のごみの分別に関しては，
ほぼ徹底できているが，清掃に関しては，ISO 委員の
巡回点検時に，教室内の私物の整頓ができず，飲み残
しの飲料容器が机の上に放置されていることもあり，
もう一歩努力が必要である．ある学校では，学生の自
主的な参加で「キャンパスクリーンデイ」というのを
設け，学内清掃への取り組みを支援する体制が学校規
模で行われているという報告があった4）．働きかけを
更に工夫し，清掃活動への参加を促す必要がある．印
刷用紙の節約に関しては，各教員の必要量の把握が難
しく，なかなか画期的な改善策を講じることができな
いが，資料のコンパクト化，裏紙の適切使用等，節約
を呼びかけ続けていくことが必要であると考える．
　ISO14001に関する学生の認知度は，平成25年度7月
に行った学科内調査では，全学年の「知っている」平
均は約6割であった．その後の9月に開催された環境教
育講演会時に行った調査では，8割以上の学生が知っ
ていると答えているが他の部門に比べて，本学科は
やや低い傾向がある．その要因として，学科内に ISO
活動が浸透していないことが考えられる．教員の ISO
活動への関心度の調査は行ったことがないが，ISO 活
動は有益だと思うが「面倒くさい」というのが本音で
はないだろうか．ISO 活動は往々にしてトップダウン
的な要素があるといわれ3），「やらされている感」が
多少たりともあることは否めないが，枠組みと手順を
遵守しさえすれば，それぞれの部門で設定した目的，
目標に沿った活動が比較的自由であることも事実であ
る．ISO 委員の活動が見えにくく，委員だけで行って
いるように見えるのは，我々 ISO 委員の情報発信不
足による活動の共有化ができていないことが一因かも
しれない．内外のコミュニケーショーンは ISO の重
要な活動にも関わらず，大いに反省する点である．現
基本については，看護基礎教育の中で行なわれ，実
習では各施設のオリテーションで周知される．ま
た，廃棄物処理法によるマニフェストに従い，専門
業者による運搬から最終処理まで確認している．
目標6) 清掃活動に関しては，学科内の環境美化委員
会が中心となって，計画的に清掃を実施している．
主に教室は担任教員，演習室は教科担当教員の指導
の下，学生と教員が一緒に清掃活動を行っている．
しかし，ISO 委員の巡回点検で，教室内やロッカー
周辺の私物の散乱，飲み残し飲料容器の放置等が年
に数回あり，注意喚起しているが繰り返されてい
る．
目標7) 印刷用紙の節約に関しては，使用予定量を上
回る時期があり，使用量節約に関してはなかなか改
善が見られないが，学生数の増加による資料の必要
が増えたためなのか，無駄使いなのかの判断できな
い状況である．また，使用済み印刷用紙の再利用の
徹底が不十分であった．コピー用紙の包装紙や段
ボール箱の分別および再利用の認識については徹底
でき，リサイクル，リユースされている．
目標8) 節電は大学の方針に則り，「節電パトロール」
の当番表を作成して全員の教員が協力できた．各教
員の研究室の節電は概ね徹底できたが，トイレや教
室などに換気扇や電気の消し忘れがあった．18時30
分の教員見回り時点で消している．
　この6年間に内部監査および認証機関による審査に
おいて，特に注意点はなかった．
4． 今後の課題
　ISO14001の基本的な活動は，大学の環境方針に
則った大学の一員としての活動はもちろんであるが，
各部門の特性に応じた活動がより身近な ISO 活動と
して，自主的かつ継続的な取り組みを可能にすると考
える．環境側面の特定では，すべての部門が同じアセ
スメント項目で評価することになっており，部門間の
比較ができる反面，部門特性としての側面が抽出でき
にくいことも指摘されている．看護学科・助産別科で
は，この6年間に抽出された著しい環境側面は，ほと
んど変わらないが，毎年環境目標を変え，活動のマン
ネリ化を防ぐ努力をしてきた．
　平成25年度は禁煙支援者の人材育成を活動目標にし
た．健康増進法の意図するものは本学科の環境教育
活動の柱となるものであり，「世界禁煙 DAY」と連動
し，取り組めたことはよかったと思う．しかし，1年
間の取り組みでは達成できない大きな目標であり，平
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へ，そして学生に働きかけ，学生の自主活動への支
援が大切である．そのためには，ISO 委員の活動の
可視化と共有化が必要である．
・看護教育と環境教育の相乗効果を考慮した教育方法
の工夫は必要である．
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在 ISO 委員は学科から5名選出されているが，毎年教
員の移動（退職等）があり，計画的に委員を交代でき
ない，つまり委員が固定してしまっていることや ISO
委員の人材育成が適切に行われてこなかったことも原
因だと考える．他学科の方法などを参考にして，ISO
委員活動を可視化していく必要がある．
　「環境と看護」が，密接な関係であることは看護教
員のだれもが認識していることであり，ISO 活動を看
護教育の中に上手に活用していくことで，環境教育と
の相互効果の向上につなげていく工夫が大切である．
例えば，ISO で規定されている感染性廃棄物処理等の
手順書の作成，特別な専門業者による処理等をマニ
フェストを用いて行っていることなど，一連のプロセ
スを看護教育の中で示していくことが重要である．
　現在，ISO14001の認証取得している大学も増え，
ホームページ等を使い大々的に PR して，大学のイ
メージにアップにつなげているところもある5）．その
一方で認証取得後の活動を継続することの大変さや組
織全体の意思統一の難しさについては，大なり小なり
あることも報告されている．他大学でのさまざまな試
行錯誤の中で行われている活動を参考にしながら，本
学においても ISO14001の認証取得していることを誇
りに思える活動にしていくことが重要である．
5． 結論
・環境側面の特定には，学科の特性が活かせるアセス
メント項目や方法の検討が必要である．
・ISO の認識を高めるためには，まず，学科内の教員
